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　　平戸には、各地区に代々受け継がれてきた伝統

芸能が数多く存在しています。

　　現在は地域の若者も少なくなり、後継者もなかな

か育たない状況ですが、伝統芸能を後世に残して

いくために、必死にこの素晴らしい伝統を守り抜いてい

ます。

　　今夏もお盆の時期にかけて、各地区で伝統芸

能が披露されました。その一部をご紹介します。

８月18日　平戸地区

   

平
戸
の
ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は

特
有
の
念
仏
踊
り
で
、

自
安
和
楽
と
も
書
き
ま

す
。
起
源
は
定
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
志
々

伎
神
社
の
神
田
領
民
が

豊
年
祈
願
の
踊
り
と
し

て
奉
納
し
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

   

ジ
ャ
ン
ガ
ラ
は
、
平
戸

を
代
表
す
る
お
盆
の
伝

統
芸
能
で
、
笛
や
太

鼓
、
鐘
の
音
が
響
き
渡

る
中
、
華
や
か
に
飾
っ
た

花
笠
を
頭
に
か
ぶ
っ
た
踊

り
手
と
は
や
し
手
が
、

腰
に
小
太
鼓
を
結
び
つ

け
て
、「
ホ
ー
ナ
ー
ゴ
ー
、

ホ
ミ
デ
ー
デ
」と
歌
い
ま

す
。　
こ
れ
は
、「
穂
長

う
、
穂
実
出
」と
い
う
こ

と
で
、
豊
作
を
願
う
言

葉
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

８月15日　度島地区
　 

度
島
の
盆
ご
う
れ
い
は
、

島
民
の
平
和
と
豊
年
、

豊
漁
を
祈
願
し
て
江
戸

時
代
、
松
浦
家
29
代

鎮
信
（
天
祥
）の
頃
に

始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

  

大
名
に
扮
し
た
行
列

の
一
行
は
、
本
村
地
区

内
の
道
を
練
り
歩
き
、

度
島
診
療
所
・
度
島

ふ
れ
愛
セ
ン
タ
ー
前
、

本
村
桟
橋
、
立
願
寺

な
ど
で
、
幟
、
花

杖
、

須
古
踊
り
、
奴
踊
り
、

棒
術
な
ど
を
奉
納
し
ま

し
た
。　

　 

中
で
も
高
さ
約
15
ｍ

も
あ
る
織
を
一
人
で
持

ち
上
げ
る
勇
ま
し
い
姿
に

は
、
見
物
人
の
皆
さ
ん

か
ら
大
き
な
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

８月16日　舘浦地区
　　

舘
浦
の
須
古
踊
り
で

は
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
が
大
名
行
列
に
扮

し
た
華
や
か
な
行
列
が
、

舘
浦
地
区
の
中
通
り
な

ど
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

行
列
は
、
民
家
の
前
や

比
賣
神
社
、
生
月
大

魚
籃
観
音
、
法
善
寺

な
ど
で
槍
、
挟
箱
、
杖

の
演
技
を
披
露
し
ま
し

た
。

　　

神
社
や
寺
な
ど
で
は
、

槍
、
挟
箱
、
杖
の
奉

納
の
後
に「
ア
ビ
ャ
ゴ
」
役

の
子
ど
も
が
下
を
向
き

な
が
ら
祝
詞
を
唱
え
、

中
踊
り
と
傘
鉾
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。　　　　

   

ま
た
、
子
ど
も
を
傘

鉾
に
く
ぐ
ら
せ
無
病
息

災
を
願
う
姿
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

８月13日　獅子地区
　　

獅
子
の
須
古
踊
り
は
、

江
戸
時
代
か
ら
干
ば
つ

時
の
雨
乞
い
行
事
と
し

て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

各
地
の
須
古
踊
り
に
比

べ
て
、
芸
能
や
行
列
の

組
み
合
わ
せ
に
特
色
が

あ
り
ま
す
。

　　
８
月
13
日
に
旧
獅

子
小
学
校
跡
地
で
開

催
さ
れ
た「
お
よ
り
ま
っ

せ
夏
祭
り
」で
、
高
い
山
、

杖
使
い
、
笛
・
太
鼓
・

鐘
、
枠
ふ
り
な
ど
が
披

露
さ
れ
、
多
く
の
観
客

を
魅
了
し
ま
し
た
。

　　

今
回
も
人
気
を
博
し

た
枠
ふ
り
は
、
木
の
枠

を
振
り
な
が
ら
即
興
で

祝
い
歌
を
歌
う
も
の
で
、

他
地
区
の
須
古
踊
り
に

は
見
ら
れ
な
い
獅
子
独

特
の
踊
り
で
す
。


